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問 

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基

づ
い
た
市
の
財
務
書
類
が

作
成
さ
れ
た
。

　

貸
借
対
照
表
で
は
、「
資

産
」
全
体
に
対
す
る
、
将

来
世
代
の
負
担
と
な
る

「
負
債
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
て
き
た

「
純
資
産
」
の
割
合
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

過
去
・
現
在
・
将
来
の

各
世
代
間
の
負
担
割
合
を

市
長
は
ど
う
捉
え
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

負
債
が
４
割
に
対
し
、

純
資
産
が
6
割
。
現
世
代

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

　
「
※
社
会
資
本
形
成
の

過
去
及
び
現
世
代
負
担

率
」「
※
社
会
資
本
形
成

の
将
来
世
代
負
担
率
」
も

併
せ
て
公
表
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
の
指
標
も
本

市
は
標
準
的
な
水
準
に
あ

る
。

　

少
な
く
と
も
、
現
世
代

の
負
担
を
過
度
に
先
送
り

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
現
在
の
財
政
状

況
と
し
て
、
各
世
代
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
適
当
な

割
合
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問 

　

財
務
報
告
で
は
、「
適

正
な
コ
ス
ト
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
将
来
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
制

し
た
結
果
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
と
量
が
落
ち
て
し

ま
っ
て
は
、
現
在
世
代
の

満
足
度
が
低
く
な
る
。

　

持
続
可
能
な
遠
野
で
あ

る
た
め
に
は
、
両
方
の
良

い
と
こ
取
り
の
考
え
に
は

限
界
が
近
づ
い
て
い
る
の

で
は
。

答
（
市
長
） 

　

市
民
一
人
当
た
り
に
、

ど
れ
だ
け
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
か
を
示

す
値
と
し
て
、「
純
経
常

行
政
コ
ス
ト
」
と
い
う
数

値
が
あ
る
。
平
成
28
年
度

決
算
に
お
け
る
本
市
の
数

値
は
66
万
円
。
平
成
27
年

度
は
62
万
円
。
前
年
度
と

比
べ
約
４
万
円
増
加
し
て

い
る
。

　

行
政
コ
ス
ト
の
増
加
は
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
高
く
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

現
世
代
の
負
担
が
低
く
な

り
、
将
来
世
代
の
負
担
が

高
く
な
る
こ
と
も
意
味
す

る
。
各
世
代
の
負
担
に
つ

い
て
は
様
々
な
考
え
方
が

あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て

も
緊
張
感
を
持
っ
て
行
財

政
運
営
に
あ
た
り
、
将
来

世
代
へ
過
度
に
負
担
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政

の
健
全
化
に
努
め
る
。

今
も
大
事  

将
来
も
大
事

コ
ス
ト
抑
制
と

サ
ー
ビ
ス
提
供

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問 

　

工
業
団
地
の
誘
致
戦
略

は
。答

（
市
長
） 

　

東
北
横
断
自
動
車
道
釜

石
秋
田
線
が
平
成
30
年
度

に
全
線
開
通
予
定
に
あ

り
、
本
市
へ
の
企
業
進
出

の
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現

在
の
工
業
団
地
の
東
西
両

方
向
に
合
わ
せ
て
約
30�

ha
を
整
備
す
る
。

問 

　

企
業
誘
致
に
は
厳
し
い

地
域
間
競
争
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
に
勝
ち
抜
く
に

は
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

４
月
か
ら
専
任
職
員
を

複
数
名
配
置
し
、
組
織
的

な
企
業
支
援
体
制
を
整
え

る
。

問 

　

市
の
財
政
状
況
は
、
国

や
県
に
頼
る
依
存
財
源
が

約
３
／
４
で
、
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
自
主
財
源

は
１
／
４
と
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維

持
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

経
費
削
減
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
） 

　

職
員
数
の
縮
減
に
よ

り
、
平
成
18
年
度
36
・

２
億
円
の
人
件
費
を
、
平

成
28
年
度
に
は
29
・
５
億

円
ま
で
減
額
で
き
た
。
そ

の
他
、
補
助
金
の
見
直
し

や
、
毎
年
度
当
初
予
算
の

経
常
的
経
費
を
１
～
３
％

削
減
に
努
め
て
い
る
。

問 

　

定
型
業
務
の
更
な
る
外

部
委
託
︵
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
︶
を
検
討
す
べ
き
で

は
。答

（
市
長
） 

　

こ
れ
ま
で
も
推
進
に
努

め
て
き
た
が
、
今
後
も
取

り
組
み
の
広
域
化
、
共
同

化
の
推
進
に
併
せ
、
環
境

が
整
い
次
第
、
適
切
に
対

処
し
て
い
く
。

佐々木 大三郎  議員
（市民クラブ）

遠
野
東
工
業
団
地
の

整
備
要
件
は

健
全
財
政
に
向
け
た

対
応
策
は

一問一答方式

問 

　

市
内
企
業
か
ら
の
求
人

充
足
率
は
31
・
1
％
と
人

手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い

る
。
そ
の
打
開
策
は
。

答
（
市
長
） 

　

遠
野
の
快
適
な
住
環
境

や
、
教
育
・
福
祉
面
の
素

晴
ら
し
さ
、
災
害
に

強
い
面
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
情

報
発
信
す
る
。

問 
　

企
業
誘
致
対
策
に

は
、
若
者
の
地
元
定

着
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

者
対
応
、
少
子
化
対

策
と
子
育
て
支
援
住

宅
の
整
備
を
セ
ッ
ト

で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
上

郷
町
と
宮
守
町
の
住

宅
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

提
言
の
と
お
り
セ
ッ
ト

で
検
討
中
で
あ
る
。
上
郷

町
の
住
宅
整
備
は
用
地
と

建
物
構
造
等
に
つ
い
て
企

業
の
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
・

分
析
中
で
あ
る
。
宮
守
町

は
平
成
28
年
度
に
用
地
を

取
得
し
、
事
業
を
進
め
て

い
る
。

公
共
資
産
形
成
の
た
め
の
コ
ス

ト
を
多
く
負
担
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

一
般
的
に
50
～
90
％
が
標
準
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市

は
約
70
％
。

※�

社
会
資
本
形
成
の
将
来
世

代
負
担
率
・
・
・

こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
、
将
来

世
代
が
有
形
固
定
資
産
の
形

成
コ
ス
ト
を
多
く
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。

人
口
３
～
10
万
人
規
模
の
平

均
28
・
９
％
に
対
し
、
本
市
は

28
・
７
％
。

※�

社
会
資
本
形
成
の
過
去
及

び
現
役
世
代
負
担
比
率
・・・

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、
ど
の

程
度
が
正
味
の
資
産
で
あ
る
か

を
示
す
指
標
。
こ
の
数
値
が
高

け
れ
ば
、
過
去
及
び
現
世
代
が

遠野東工業団地の開発エリア

◇平成28年度普通会計決算における貸借対照表

将来世代に引継ぐ
社会資本など

将来世代の負担分

現世代の負担分

［ 借 方 ］ ［ 貸 方 ］

資　産
（812億円）

負　債
（289億円）

純資産
（523億円）

＝ +

4割

6割

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


